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高橋博之氏

　新型コロナショック以後、感染拡大防止の目的
から人びとが直接会い、交流を重ねる活動には制
限が課されてきた。見知らぬ人同士であれば、一
層困難であるように思われる。しかし一方で、急
激な生活環境の変化は、多くの人々に自らの生き
方や働き方を再考することを促した。そうした中
で、人びとが交流するための場としてオンライン
空間が再評価されている。
　今回は、主に産直プラットフォームを 2016 年
から運営することで、生産者と消費者の交流の場
を提供している株式会社ポケットマルシェの取り
組みを紹介したい。2022 年の 3 月時点で、登録
生産者 6,600 人、登録利用者約 51 万人がサービ
スを利用しており、新型コロナの感染拡大をきっ
かけにして、生産者数は約 3.3 倍、利用者数は約
10 倍に増加した。新型感染症流行の影響も踏ま
えつつ、オンラインサービスの可能性や、ポケッ
トマルシェ独自の姿勢について代表取締役の高橋
博之氏にお話を伺った。

ポケットマルシェ創業まで

【御手洗】高橋氏の取り組みは元々、「NPO 法人
東北開墾」（2013 年創設）による食べ物付き情報
誌『食べる通信』という独創的な取り組みから開
始しておられます１。その関連事業という位置付
けで「ポケットマルシェ」が別法人として立ち上
げられていますが、どのような経緯で産直オンラ
インサービスを始められたのでしょうか。

【高橋】事業を立ち上げたきっかけは、2011 年３
月 11 日の東日本大震災です。被災地は、実は震
災前から生産地として立ち行かなくなっていたと
ころ、津波でとどめ止めを刺されたような形にな
りました。一方で震災によって、それまで交流の
なかった都市に住む人びとが、ボランティアで被
災地を訪れました。それは、スーパーでしか食材
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を見たことのなかった消費者が、食べ物が
生産される裏側を初めて覗くことでもあ
り、結果として食や農の問題を自分事とし
て考える契機になりました。費用対効果を
重視して、安い食品を選択する自分のそれ
までの行動が、国内農業・漁業や農村の衰
退をもたらしていることに気づいたので
す。同時に、自分たちの生活に必要なもの
を自らの手で皆と力を合わせながら生み出
す人たちの輝いた姿を見た消費者は、「こ
の人から買いたい」という、費用対効果の
最大化以外の物さしを手にしました。
　以上のような変化をもたらすことを、震
災のときだけではなく、日常でもやりたい
と思ったのが始まりです。「食べ物の裏側
の情報を可視化する」ことで、それが付加
価値になり、生産者が報われる仕組みを作
ろうとしました。ただ最初は事業の経験も
資金も十分にありませんでしたので、食べ
物付きの情報誌『食べる通信』からまず始
めました。
　『食べる通信』は生産の裏側を可視化す
る情報誌をメインにして、付録という形で、
食材を都市に住む消費者に届けます。そう
することで、被災地で人びとが体験したこ
とを自宅で疑似体験できるようにしたので
す。この取り組みを通して、消費者も食べ
物が生産される裏側を知ることや、生産者
との双方向コミュニケーションに価値を見
出していることを把握することができまし
た。
　この取り組みは東北だけではなく、全国
に広がっています。しかし、例えば『東北
食べる通信』の場合は月刊誌なので、一ヶ
月に生産者一人しか紹介できません。これ
は言い換えると、消費者の食卓を月に一度
しか変えられないということです。この頻
度だと生産地が疲弊するスピードには到底
追いつきません。しかも、『食べる通信』

の場合は情報誌を発行するための編集部が
必要であり、編集者を探すことも障壁に
なっていました。
　生産者と消費者を直接つなげ、なおかつ
迅速に広げていくにはどうすればいいのか
考えたときに、目についたのがスマート
フォンでした。農家や漁師などの生産者が
自ら、自分たちの価値を伝えられるように
なれば、『食べる通信』が抱えている発行
頻度や編集部の制約から解放されるのでは
ないかと思ったのです。そこで、生産者と
消費者をオンラインでつなげる「ポケット
マルシェ」の事業を 2016 年 9 月から始め
ました。

ポケットマルシェの
事業内容と理念

【御手洗】ポケットマルシェの具体的な事
業内容や経営理念について教えていただけ
ますか。

【高橋】ポケットマルシェは全国各地の生
産者が旬の食材に自分で値付けを行い、オ
ンラインのマルシェに出品して、利用者が
それを見て買うものであり、産直 EC と呼
ばれています。
　ただし単なる産直 EC ではなく、「産直
SNS」だと私は表現しています。あらゆる
分野が供給過剰状態の社会において、多く
の人が希求しているものが「つながり」や

「関係性」だと思っています。だからこそ、
SNS がこの 10 年間で爆発的に若い人から
お年寄りまで様々な世代に広がっているの
ではないでしょうか。
　ポケットマルシェを使う消費者は、単に
食べ物を買うだけでなく、自分の食卓を
彩ってくれる、あるいは自分の健康を作っ
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【高橋】これが最初のころは大変でした。
この事業は、出品者がいないと成立しませ
んが、自分たちで値段を付けて売買すると
いう話は多くの生産者にとって、あまりに

「うまい話」で胡散臭く見えます。ですから、
簡単に出品者は集まりませんでした。
　まず、すでに『食べる通信』で築いてき
たネットワークが全国に広がっていたの
で、それを活用しました。私自身も、とに
かく現場に行くことを信条としているの
で、全国駆けまわって、農家と漁師の皆さ
んにお声がけしました。また、メディアで
取り上げていただくことで、こういう売り
方もできることを周知できました。新型コ
ロナショック以後、行き場を失った生産物
を抱えて困った生産者が私の話を思い出し
てくれて、蒔いていた種が発芽したような
形です。
　あとは、やはり生産者には生産者の友だ
ちが多いので、農家や漁師自身が自らの体
験を SNS で発信すると、口コミで広がっ
ていきました。

【御手洗】生産者が出品者登録をする基準
として、趣味で生産活動している方をお断
りしていますが、基準はどのように決めて
いるのでしょうか。

【高橋】登録生産者は、農業や漁業を生業
にして生活をしている人たちに限定してい
ます。「産直デフレ」とも言われますが、
趣味や生き甲斐で生産活動をしている方が
安く出品すると、生業にしている人たちが
生活できなくなるような価格崩壊が生じう
るので、それは避けなくてはいけません。

【御手洗】なるほど。では出品物の価格は、
どのように設定していますか。

てくれる生産者とつながって、「ありがと
うございました」、「ごちそうさまでした」、

「おいしかったです」を伝えます。
　食べ物に本来くっついている、「誰かに
生かされている」、あるいは「誰かを生か
している」という、「関わり合い」が今の
社会では見えなくなっています。むしろ、
合理化や機械化のなかで、人と人の「間 ( あ
いだ ) にある関係性」は無駄なものとして
コストカットされています。それによって、
生きる手応えや、リアリティから遠ざかっ
ているような気がするのです。当然ながら、
ひとりで生きている人はいないので、「誰
かに生かされ」・「誰かを生かして」います。
つまり、「ありがとう」と言い、「ありがと
う」と言われる、そういう関係性のなかに
こそ、生きる手応えやリアリティが立ち現
れてくるはずです。
　ポケットマルシェは、ただ食べ物を売り
買いする場を提供するだけではなく、生産
者と消費者、あるいは都市と地方の「あい
だ」を生み出していくという思想をもって
事業を展開しています。「生かされている」
という思いがあれば、地方や食べ物の生産
現場の疲弊を多くの人が他人事にできなく
なります。自分事にできないのは、生産者
と消費者、あるいは都市と地方の「あいだ」
が分断して見えるからです。だから実際に
は切れていなくて、つながっていること、

「あいだ」があることを、ポケットマルシェ
を利用することで感じて欲しいと思ってい
ます。

生産者の自立化をめざして

【御手洗】人と人の「つながり」を広げて
いくために、新規出品者 ( 生産者 ) をどの
ように探しているのでしょうか。
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【高橋】農家や漁業者が自身で決めていま
す。従来生産者には価格決定権がありませ
んでした。このような生産だけして、販売
を農協や漁協に委ねる方法は、物が欠乏し
ていた時代には良かったと思います。しか
し、フードロスが問題視される飽食の世の
中において、食べ物の価値を上げていかな
くてはいけません。そのためには生産者自
身が、自分たちで再生産可能な価格を設定
して、販売していくことが重要です。

【御手洗】再生産可能な価格設定を、これ
まで価格設定をしてこなかった生産者がで
きるものなのでしょうか。

【高橋】基本は全部お任せです。上手に販
売している生産者の中には、消費者に相談
する方もいらっしゃいます。マーケティン
グの基本は、消費者を知ることです。でも、
その消費者から最も遠ざかっていたのが生
産者であったと言えます。作ることには天
下一品だけど、売ることには疎い、という
人たちが多いのです。そうした生産者が直
接消費者とやり取りするなかで、「消費者
が今求めている物はこういうことだ」、「求
めている量はこういうことだ」と知って、
マーケティング力を向上させていくのが、
直販の面白いところです。
　例えば、とある愛媛のみかん農家は、新
しい商品を作ると、「いくらぐらいだった
ら売れると思う？」と消費者に聞いていま
す。消費者のなかには、バイヤーの経験が
ある人もいて、他所の小売店で価格調査を
して、生産者に価格提案をします。生産者
自身が全部をするのではなく、それを得意
とする消費者と、一緒に協働するのです。

【御手洗】大変興味深いエピソードです。
マーケティングをこれまでしてこなかった

人がいきなりできるようになるものなのか
な、と思っていたのですが、交流のなかで
力を向上させていくのですね。

消費者から「生産消費者」に

【高橋】都市に住む消費者の側においても
同じことが言えるかと思います。基本的に
都市に住む人たちは皆、一生懸命仕事をし
て、稼いだお金で生活必需品を買っていま
す。そうした人たちを消費者と呼ぶわけで
すが、生活に必要なものを自ら生み出すと
いうことはしていません。そうした状態に
倦んで、脱サラをして農業始める人たちも
います。
　でも、生産者に自らなる方法以外にも、
消費者として生産に参加する方法もあると
思います。つまり、先程の生産者に足りて
いないマーケティングの部分を自ら担うよ
うな「生産消費者（プロシューマー）」（ト
フラー）になる方法です２。
　今日の仕事は極度に分業化しているの
で、自分が従事する仕事が一体どこの誰の
役に立っているのか見えにくくなっていま
す。その中で、自身の仕事に「やりがい」
を感じられない人が増えているのではない
かと思います。ですから、自分が培ってき
た知見を、それを求める生産者のために提
供することで、生産者から「ありがとう」、

「あなたのお陰で、売れるようになった」
と直接お礼を言われることは喜びであり、

「やりがい」になります。
　このように、生産者が次年度以降も再生
産可能になるように、精神的・経済的リソー
スを提供する消費者が登場してくるのも、
求められる変化だと思います。今はまだ、
それは一部でしか起きていませんが、こう
した変化が消費社会を変える力になり得る
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はずです。

【御手洗】生産者同様、消費者の新規登録
者の獲得にも苦労があったのでしょうか。

【高橋】利用者を増やすことも、最初はな
かなか苦労しました。多忙な現代社会のな
かで、最初に「時短」の対象になるのが食
事です。私の取り組みに共感を示してくれ
る人にも、料理をする時間もなかなか確保
できないなかで、わざわざアプリを立ち上
げて、生産者の情報を見比べて、選択して、
生産者とやりとりして、そして注文すると
いう一連の行動をとる時間の余裕はありま
せん、と言われました。
　メディアにとりあげていただいたことも
利用者が増えたきっかけではありますが、
新型コロナショックによる「ステイホーム」
で時間が生まれたことが大きかったです。
その時間をより楽しく過ごすには何ができ
るか考えたときに、それまで「時短」に
よって蔑ろにされてきた食が見出されまし
た。しかも、スーパーに外出することは感
染リスクが高いとされ、生産者もまた、売
り先がなくなり困っていました。そのなか
で、生産者から直接おいしい食材を買って、
ちょっと時間かけて料理してみようという
消費者が増えました。
　このように新型コロナが外部環境の変化
をもたらした結果、ポケットマルシェを利
用してくれる人は増えました。ですが、こ
れから状況が落ち着いて、みんなが外に出
始めたときに、どう対応していくかは課題
の一つになります。

【御手洗】たしかに外部環境が元に戻った
ら、生活も元通りになってしまうかもしれ
ません。

【高橋】新型コロナの影響で多種多様な消
費者がポケットマルシェを利用し始めたの
で、対応も色々と変えていく必要はあるで
しょう。
　ですが、サービスを利用する入り口はな
んでもいいと、私は思っています。「おい
しいものを探したい」というのでも、もち
ろんいい。だけど、送られた商品がなかな
か届かない時に、「送ろうと思っていたト
マトが、昨日の夜イノシシに全部食べられ
てしまって送れなくなりました」とか、「海
が荒れていて、仕事場にすら行けない」と
いうメッセージが生産者から届いたとしま
す。その理由を聞いて、消費者は、「あ、
山の近くで野菜育てるってそういうこと
か」、「魚を獲るってそういうことか」、と
気づきを得ます。「これが農業や漁業だ」と、
結果として知って、生産する世界について
理解を深めていくわけです。

【御手洗】つまり生産者とのやり取りのな
かで、消費者自らが食べ物の世界について
気づきを得ていく、ということでしょうか。

【高橋】そうです。「答えを出すのは私たち
じゃないよ」と社員には言っています。答
えを出すのは、生産者と消費者のつながり
です。食べ物を作る人と食べる人が意気投
合すると、私たちが想定していなかったよ
うな楽しいこととか、課題の解決方法だと
か、みんなが考えだしていきます。そこに
私たちがあいだに入って、「答えがこうだ」
と言ってしまうと、なかなか自発性は生ま
れてきません。ですので、あいだには極力
入らないことを私たちは大事にしていま
す。
　もちろん販売には責任が伴うわけです
が、基本的に自分たちで対応してください
というこのスタンスは「冷たい」と言われ
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ることもあります。私たちがあいだに入っ
て、例えば代わりに売ってあげる、クレー
ムを聞いてあげるということをすれば、生
産者の側からすれば、楽かもしれません。
しかし、私たちの立場が強くなることにな
れば、従来の従属構造から生産者は逃れら
れないでしょう。生産者の皆さんが、自分
たちで消費者とやり取りをする中で直販す
る力を付けて、関係性を育んでいってもら
いたいと思います。もちろん、いろいろ問
題も起きますが、長い目で見るとそちらの
方がプラスになると考えています。

【御手洗】あいだに可能な限り入らないこ
とによって、生産者と消費者が、ポケット
マルシェ抜きで直接結びつくことはないの
でしょうか。

【高橋】それが意外とありません。やはり
生産者が自分だけでネット販売するのは結
構手間がかかり、大変なことです。例えば
配送に関して、私たちはクロネコヤマトと
システム連携をしているので、伝票発行の
手間を減らせます。このような手間に関し
ては、あいだに入ることで、力になりたい
と思っています。

生産者と消費者の「あいだ」を
オンラインで「つなぐ」

【御手洗】最後になりますが、生産者およ
び消費者の貴社のサービスに対する評価や
感想を教えてください。

【高橋】まず生産者にとって、自分の言い
値で生産品が売れるようになるのは、楽し
いことです。これまでは、どんなに手塩に
かけて育ててもどこに売られているのかは

分からなかったわけです。でもそれが、売
られた先が分かって、どのように食べても
らえたか知ることができるようになりま
す。
　農家や漁師の仕事は孤独です。日ごろ、
誰に見られるわけでもなく、褒められるわ
けでもなく、自然を相手に仕事をしていま
す。でも、インターネットの力を使えば、
全国各地のどこで生産活動に従事していて
も、注文が入って、「こんなふうに料理し
て、食べました」、「食材を使ってお祝いを
しました」と伝えてもらえます。そうなる
と、生産者は、必要とされていることを認
識できるようになりますし、仕事にやりが
いも出てきます。
　こうしたやりとりを通して、関係性が築
かれていきます。2020 年春に東京都知事
が記者会見をした後、買い占め騒動が生じ
ました。その様子は全国ニュースでも報じ
られましたが、それを見た農家や漁師が、
東京に住む常連の利用者に「東京は食べ物
が不足しているみたいだけど、なんでも送
るから、困っていたら言ってね」と連絡を
することがありました。単なる生産者と消
費者の会話ではなく、まるで上京した子ど
もを案ずる親のような会話が生じたわけで
す。ふだんから人間的な付き合いしている
からこそ、こういう会話が生まれたのだと
思います。
　これまで生産者と消費者はお互いの顔が
見えなかったので、相手は「利用すべき手
段」のような存在でした。要するに、生産
者はできるだけ手間かけずに高く売りた
い、消費者はできるだけ安価にたくさんの
ものを得たいという考えが占めています。
この場合、生産者と消費者の「あいだ」に
つながりがありません。だけど、人間関係
が育まれるとお互い他人事としては考えら
れなくなって、まるで親戚づきあいのよう
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になっていきます。
　こうした関係を築くためには、手間や時
間がかかります。この二つにも人間と同様、

「間（あいだ）」の字が入っていますが、こ
うした「あいだ」を省く社会がますます広
がって、人間らしさとか、人間臭さという
言葉が、ほとんど死語になっています。で
も、人間臭い世界でこそ、人は幸せを手繰
り寄せることができると思います。だから
こそ、ポケットマルシェはこういう変化を
もたらしたいし、実際に一部ですでに変化
が起き始めています。これを社会のスタン
ダードにしていけるかどうかは、これから
の課題です。
　食べ物の流通量だけでは、もちろんスー
パーには勝てません。やはり、食べ物の裏
側に生身の存在である農家や漁師がいるこ
とをまず、知ってほしい。それを知らない
と、栄養補給のみを目的とするような工業
的な食事、つまりスマホの充電のような食
事が主流になり、その結果として食べ物の
価値も下がってしまうし、私たち自身も機
械のようになってしまう。だからこそ、人
間関係をもう一度、生産者と消費者の「あ
いだ」に取り戻したいのです。

インタビューを終えて

　まん延防止等重点措置の実施に伴い、本
稿の元になる取材は Zoom によって行われ
た。東京と京都という二つの街をつないだ
のは、インターネット技術である。チャッ
トやメール、音声通話からビデオ通話に至
るまで、通信技術はきめ細やかで迅速な情
報伝達を可能にしている。一方で、匿名性
を利用した誹謗中傷やネット依存症など、
オンライン空間の問題点が指摘されている
のも、また事実である。

　本稿で紹介したポケットマルシェは、感
染症流行以前から情報やコミュニケーショ
ンによって、人びとを「つなぐ」事業を展
開してきた。取材のなかで印象的だったの
は、高橋氏の人びとにたいする温かいまな
ざしである。地方に住む生産者と都市に住
む消費者が、それぞれ自立した存在に変化
する時、生産者や消費者という区分を超え
た生身の人間同士のつながりが生まれう
る。インターネット技術は、使いようによっ
て、人びとを顔の見えない関係にし、分断
を煽ることもできるが、遠距離に住む人び
とを「顔の見える関係」にすることもでき
る。
　最後になりますがご多忙の中、取材に応
じてくださった、高橋氏、スタッフの皆
さまにこの場を借りてお礼申し上げたい。

注
１　『食べる通信』については、阿部正幸・渡辺瑛子・

加賀美太記「一次産業を情報産業へ—生産の『裏
側』の価値を伝える『食べる通信』」『くらしと
協同』、25 、2018 年、3-12 頁。も参照のこと。

２　アルビン・トフラー、鈴木健次・桜井元雄訳『第
三の波』日本放送出版協会、1980 年。


